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Ⅰ．緒言 

 アルティメットは全 11 種目で構成されるフ

ライングディスク（以下ディスク）競技の 1つで

ある．日本においては，2012 年度より中学校学

習指導要領（保健体育）の選択種目ゴール型とし

て採用され，徐々に一般に広まりつつある．アル

ティメットは，1968 年にアメリカ合衆国の高校

生によって考案された種目である．当初は

「Frisbee Football」と名付けられ，ディスクを

用いておこなうアメリカンフットボールのよう

な形であった．その後ルールが変更され，サッカ

ー，ホッケー，バスケットボールの要素が取り入

れられた．これにより，身体接触が禁止されたほ

か，ディスク保持者に対してピボットが導入さ

れ，ディスクの移動方法がパスのみに限られる

ようになった． 

 これまで，ボールゲームにおける戦術戦略立

案のために，ゲーム分析が用いられてきた．サッ

カーやバスケットボール，ハンドボールなどの

先行研究には得点に関する研究が多く見られ，

シュートを放った位置が得点に影響を与えてい

ることが報告されている（八尾，2009；古川，

2012；小林，2018，Wootten，1994）．しかし，ア

ルティメットは発展・普及途上の種目（瀧澤，

2017）と言われており，得点に関する研究は

Weiss（2013）のほかみられない．そのため，本

研究はアルティメットにおいて，得点に至った

パス（このパスをアシストパスという）を出した

位置と受けた位置（得点となった位置）の傾向に

ついて明らかにすることを目的とした．本研究

により，近年競技性が高まりつつあるアルティ

メットにおける戦術戦略立案に寄与できると考

えた． 

 

Ⅱ．方法 

 American Ultimate Disc League（以下

AUDL）2017年シーズンを対象とし，レギュラー

シーズンとプレーオフを含む全 168試合のう

ち，インターネット上で映像が公開されてお

り，フィールド上にアメリカンフットボールと

同様のラインが引かれた 78試合を分析した． 

分析は，試合動画を再生しながらシーンの分

類・仕分をおこなうコーディング（記述分析手

法）をおこなった．フィールド上に引かれたラ

インを目安として図 1に示すように分割し，ア

シストパスを出した位置と受けた位置，アシス

トパスの種類について集計した．なお，本研究

においては，アシストパスを出した手の左右が

結果に影響を及ぼすと考え，右手で出されたア

シストパスのみを対象とした．
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図 1．フィールド分割図 

 統計処理には上位検定としてカイ二乗検定

をおこない，有意差が見られた場合，下位検定と

して残差分析をおこなった． 
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Ⅲ．結果 

1．アシストパスを受けた位置 

アシストパスを受けた位置は G-L：1,245本，G-

M：606本，G-R：1,279本となった．カイ二乗検

定の結果，1%水準で有意差が認められた（χ²

=275.529， df=2， p=0.000）． 

2．アシストパスを出した位置 

1）フィールドを縦に 3分割したとき 

アシストパスを出した位置は，L：1,096，M：845，

R：1,189 となった．カイ二乗検定の結果，1%水

準で有意差が認められた（χ=60.698， df=2， 

p=0.000）． 

2）フィールドを横に 4分割したとき 

アシストパスを出した位置は A：1,805，B：729，

C：505，D：91 となった．カイ二乗検定の結果，

1%水準で有意差が認められた（χ²=2049.261， 

df=3， p=0.000）． 

3）フィールドを 12分割したとき 

 アシストパスを出した位置を表 1に示す． 

表 1．フィールドを 12分割した時のアシストパスを出した位置 

L M R 合計

A 643 520 642 1805

B 256 168 305 729

C 171 116 218 505

D 26 41 24 91

合計 1096 845 1189

フィールド位置（横）

フィールド位置

（縦）

 

カイ二乗検定の結果，1%水準で有意差が認めら

れた（χ²=34.237，df=6，p=.000）． 

 

Ⅳ．考察 

1．アシストパスを受けた位置について 

アルティメットにおいて，ディフェンスは相手

をサイドライン側に追い込む戦術を頻繁に用い

ている．そのため，オフェンスがディフェンスに

よる影響を受けた結果，サイドライン側へのア

シストパスが多い傾向がみられたと考えられる． 

2．アシストパスを出した位置について 

アシストパスを出した位置も、受けた位置と同

様に両サイドライン側の位置に多い傾向がみら

れた．これは，アルティメットにおいて用いられ

る主要なオフェンス陣形であるバーティカルス

タックとホリゾンタルスタックの影響であると

考えられる．これらの陣形において中央の位置

（M）でディスクを保持した場合，ディフェンス

やスタックの位置に阻まれ，ディスクを前進さ

せることが難しく，横方向に展開するプレーに

なっていると考えられる．また，エンドゾーンへ

近づくにつれてアシストパスが多くなっており，

より距離の短いパスがアシストパスに用いられ

ていると考えられる．距離の短いパスは，長いパ

スと比較してコントロールが容易であり，ディ

フェンスが最も警戒する得点の場面においても，

ブロックやインターセプトを受けにくくなって

いると考えられる． 

また，バスケットボールにおいてはバスケット

の近くではゴールする確率が高い（Wootten，

1994）と述べられており，アメリカンフットボー

ルでは，エンドゾーンから 40 ヤードから 20 ヤ

ードまでの間を「スコアリングゾーン」と呼び，

事前に準備したスコアリング・プレーによって

得点を狙うと述べられている．エンドゾーンに

近づくにつれてアシストパス，つまり得点が増

えることが他の競技からも示唆されている．ま

た，フィールドの左側から出されたアシストパ

スはバックハンド，右側から出されたアシスト

パスはフォアハンドが多くなっていたことから，

アシストパスの位置と種類には関連があると考

えられる． 

 

Ⅴ．結論 

本研究ではアシストパスを出した位置と受け

た位置の傾向を明らかにすることを目的とした．

その結果，アシストパスがエンドゾーンの両サ

イドライン側の位置で多く受けられていること，

エンドゾーンへの距離が近づくにつれてアシス

トパスが多くなっていることがわかり，アルテ

ィメットにおけるアシストパスの一端を明らか

にすることができた． 

今後，アシストパスの位置ごとの試行数や成功

数について調査を進めることにより，より効率

的に得点できる位置が明らかになると考えられ

る．


